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早 川 敏 之 (慈忠医大)
晴乳動物消化管に分布するリンパ装掛 こ関する
報告は多数認められるが.痘薫別こついては
Muthmann(1913)がその孤立小節について組
綴学的に検索しているに過ぎない｡
57年度は.前年度に引続き,サJY小腸における
リンパ装置.特にバイエル氏板の分布および発達
状況についての研究を行なった｡観察できたマカ
ク10頭 〔ニホンザル (雌2頭.雄7頭).カニク
イザル (堆1頭))をHelmann氏法に従って処
置し.観察を行ない,計測.記録した (計測はす
べてノギスを用い.方眼紙に転写した)｡
バイエル氏板の数はニホンザルでは24個～42
個を数え.そのうち42個を数えるものが2例で一
番多く.カニクイザルでは30個を数えた｡これら
マカクにおけるバイエル氏板の平均は34.3個で
あった｡他の動物 (益本)ではラット20個.ウ
サギ6-7個.ネコ7-8佃.イヌ32-33個を
数え.ヒト胎児 (浜田)では23-35個を.成人
12-49個 (山下)を数えている｡バイエル氏板
の形状はサル額では長棒状のものが一般的に多く
認められるのに対し,ラットでは短梓状.ウサギ･
ネコでは楕円形を,イヌでは長持状を皇し.ヒト
胎児では略々楕円形あるいは円形を星している｡
バイエル氏板の好発部位はマカクでは小脇下部に
多く.その大部分が回腸の部分に存在していた｡
他の動物ではマカクとは異なり小脳上部の空足別こ
その多くを認めている｡胎児ではマカクと同様.
小腸下部.回腸に多く認められている｡またバイ
エル氏板の配置状況については.殆んどが腸間膜
附君側の対側に現われるが.マカク10頭のうち.
2頭において (いずれもニホンザル)回脱下部で
腸間膜附君側にそれを認めた｡この附宕佃に現わ
れるものをイヌの回腸末端部に一部輪環を欠くバ
イエル氏板を.発生学的にはヒト胎児や馬の脱管
全周に発生するバイエル氏板が存在するとの報告
もあり.これらの所見より.マカクの消化管 (小
腸)におけるバイエル氏板は他の噴乳動物に比し
てヒト胎児に近い分布配列を示すことなどが明ら
かになり.系統発生的な分塀とも合致するように
考えられる｡
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